
(57)【要約】

【課題】汚水を活性汚泥で分解処理して発生した余剰汚

泥を安定させて効率よく分解処理すると共に、減量化す

ることができる汚泥処理装置及び汚泥処理方法を提供す

る。

【解決手段】本発明の汚泥処理装置１は、汚水と活性汚

泥を混合して混合液としこの混合液を曝気して汚水を分

解処理する活性汚泥反応槽２と、この活性汚泥反応槽２

によって分解処理された汚水の活性汚泥を沈殿させて上

澄液と活性汚泥とに分離する沈殿槽４と、この沈殿した

活性汚泥４ｂの一部を活性汚泥反応槽に返送する汚泥返

送装置６と、沈殿槽内の沈殿した活性汚泥の残部である

余剰汚泥を所定濃度に濃縮する沈殿汚泥濃縮装置１１と

、この濃縮された余剰汚泥を捕食動物に捕食させて余剰

汚泥を分解処理する汚泥捕食装置８と、この余剰汚泥を

捕食した捕食動物を破壊すると共にこの破壊した捕食動

物を活性汚泥反応槽に返送する捕食動物破壊返送装置１

０と、を有することを特徴としている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 浄 化 す る 汚 水 処 理 で 発 生 す る 汚 泥 を 処 理 す る 汚
泥 処 理 装 置 で あ っ て 、
汚 水 と 活 性 汚 泥 を 混 合 し て 混 合 液 と し こ の 混 合 液 を 曝 気 し て 汚 水 を 分 解 処 理 す る 活 性 汚 泥
反 応 槽 と 、
こ の 活 性 汚 泥 反 応 槽 に よ っ て 分 解 処 理 さ れ た 汚 水 の 活 性 汚 泥 を 沈 殿 さ せ て 上 澄 液 と 活 性 汚
泥 と に 分 離 す る 沈 殿 槽 と 、
こ の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 一 部 を 上 記 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 汚 泥 返 送 手 段 と 、
上 記 沈 殿 槽 内 の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 残 部 で あ る 余 剰 汚 泥 の 濃 度 を 所 定 濃 度 に 設 定 す る 汚 泥
濃 度 設 定 手 段 と 、
こ の 汚 泥 濃 度 設 定 手 段 に よ り 濃 度 が 設 定 さ れ た 余 剰 汚 泥 を 捕 食 動 物 に 捕 食 さ せ て 余 剰 汚 泥
を 分 解 処 理 す る 汚 泥 捕 食 手 段 と 、
こ の 汚 泥 捕 食 手 段 に お け る 余 剰 汚 泥 を 捕 食 し た 上 記 捕 食 動 物 を 破 壊 す る と 共 に こ の 破 壊 し
た 捕 食 動 物 を 上 記 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 捕 食 動 物 破 壊 返 送 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 汚 泥 捕 食 手 段 は 、 上 記 捕 食 動 物 を 収 容 す る 少 な く と も ３ 段 以 上 の 水 槽 と 、 こ の 各 水 槽
内 の 水 温 を 所 定 の 水 温 範 囲 に 制 御 す る 温 度 制 御 手 段 と 、 上 記 各 水 槽 内 の ｐ Ｈ を 所 定 の ｐ Ｈ
範 囲 に 制 御 す る ｐ Ｈ 制 御 手 段 と 、 上 記 各 水 槽 内 を 曝 気 す る 曝 気 手 段 と 、 を 備 え て い る 請 求
項 １ 記 載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 汚 泥 捕 食 手 段 の 捕 食 動 物 は 水 生 ミ ミ ズ で あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 汚 泥 処 理
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 汚 泥 捕 食 手 段 の 上 記 水 槽 は 、 互 い に 連 通 し 、 上 記 水 槽 の 内 の 最 上 流 の 水 槽 に は 、 上 記
汚 泥 濃 度 設 定 手 段 か ら 余 剰 汚 泥 が 流 入 し 、 上 記 水 槽 の う ち の 最 下 流 の 水 槽 に は 、 こ の 水 槽
内 の 捕 食 動 物 の 一 部 を 上 記 最 上 流 の 水 槽 に 返 送 す る 返 送 手 段 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ２ 記
載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 温 度 制 御 手 段 は 、 上 記 各 水 槽 内 の 水 温 を 約 ２ ０ ℃ ～ 約 ３ ８ ℃ の 範 囲 に 制 御 す る 請 求 項
２ 記 載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 ｐ Ｈ 制 御 手 段 は 、 上 記 各 水 槽 内 の ｐ Ｈ を 約 ５ ～ 約 ９ ． ５ の 範 囲 に 制 御 す る 請 求 項 ２ 記
載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 曝 気 手 段 は 、 上 記 各 水 槽 内 を 溶 存 酸 素 濃 度 が 約 ０ ． １ ｍ ｇ ／ ｌ 以 上 と な る よ う に 曝 気
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 汚 泥 濃 度 設 定 手 段 は 、 上 記 各 水 槽 内 の 余 剰 汚 泥 の 初 期 濃 度 が 約 ３ ～ 約 ７ ０ ｇ ／ ｌ に な
る よ う に 汚 泥 濃 度 を 設 定 す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 汚 泥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 浄 化 す る 汚 水 処 理 で 発 生 す る 汚 泥 を 処 理 す る 汚
泥 処 理 方 法 で あ っ て 、
活 性 汚 泥 反 応 槽 に て 汚 水 と 活 性 汚 泥 を 混 合 し て 混 合 液 と し こ の 混 合 液 を 曝 気 し て 汚 水 を 分
解 処 理 す る 汚 水 分 解 処 理 工 程 と 、
こ の 分 解 処 理 さ れ た 汚 水 の 活 性 汚 泥 を 沈 殿 さ せ て 上 澄 液 と 活 性 汚 泥 と に 分 離 す る 分 離 工 程
と 、
こ の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 一 部 を 上 記 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 汚 泥 返 送 工 程 と 、
上 記 沈 殿 槽 内 の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 残 部 で あ る 余 剰 汚 泥 の 濃 度 を 所 定 濃 度 に 設 定 す る 汚 泥
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濃 度 設 定 工 程 と 、
こ の 濃 度 設 定 さ れ た 余 剰 汚 泥 を 捕 食 動 物 に 捕 食 さ せ て 余 剰 汚 泥 を 分 解 処 理 す る 余 剰 汚 泥 分
解 処 理 工 程 と 、
こ の 余 剰 汚 泥 を 捕 食 し た 上 記 捕 食 動 物 を 破 壊 す る と 共 に こ の 破 壊 し た 捕 食 動 物 を 上 記 活 性
汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 捕 食 動 物 破 壊 返 送 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 汚 泥 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 に 係 り 、 特 に 、 汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微
生 物 に よ り 浄 化 す る 汚 水 処 理 で 発 生 す る 余 剰 汚 泥 を 処 理 す る 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 浄 化 す る 活 性 汚 泥 法 に よ る 汚 水 処 理
が 行 わ れ て い る が 、 こ の 活 性 汚 泥 法 に よ る 汚 泥 処 理 で は 大 量 の 余 剰 汚 泥 が 発 生 し 、 こ の 余
剰 汚 泥 を 減 量 化 す る こ と が 従 来 か ら 要 請 さ れ て い る 。
こ の 活 性 汚 泥 法 に よ る 余 剰 汚 泥 処 理 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ
て い る よ う な 処 理 装 置 が 知 ら れ て い る 。
従 来 の 余 剰 汚 泥 処 理 装 置 を 図 ４ に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 従 来 の 余 剰
汚 泥 処 理 装 置 ５ ０ は 、 微 生 物 を 含 む 活 性 汚 泥 と 汚 水 を 混 合 し て 混 合 液 と し 、 こ の 混 合 液 を
空 気 に よ り 曝 気 し 、 汚 水 を 微 生 物 の 接 触 酸 化 作 用 に よ り 分 解 処 理 す る 活 性 汚 泥 反 応 槽 ５ ２
を 備 え 、 さ ら に 、 こ の 活 性 汚 泥 反 応 槽 ５ ２ で 分 解 処 理 さ れ た 水 の 活 性 汚 泥 分 を 沈 殿 さ せ る
こ と に よ り 上 澄 液 と 活 性 汚 泥 と に 分 離 す る 沈 殿 槽 ５ ４ を 備 え て い る 。 こ の 沈 殿 槽 ５ ４ の 上
澄 液 ５ ４ ａ は 消 毒 液 等 で 殺 菌 処 理 さ れ 、 処 理 水 と し て 外 部 に 排 水 さ れ る よ う に な っ て い る
。
一 方 、 沈 殿 槽 ５ ４ の 活 性 汚 泥 ５ ４ ｂ は 、 一 部 が 汚 泥 返 送 装 置 ５ ６ に よ っ て 活 性 汚 泥 槽 ５ ２
に 返 送 さ れ て 汚 水 の 分 解 処 理 に 再 利 用 さ れ る が 、 残 り の 余 剰 汚 泥 は 、 担 体 が 設 け ら れ た 余
剰 汚 泥 消 化 槽 ５ ８ に 送 ら れ 、 こ の 担 体 に 付 着 し て 生 息 し て い る 原 生 動 物 （ ゾ ウ リ ム シ や ツ
リ ガ ネ ム シ 等 ） や 後 生 動 物 （ ワ ム シ 等 ） に よ り 余 剰 汚 泥 中 に 含 ま れ る 微 生 物 が 捕 食 さ れ て
、 余 剰 汚 泥 は 炭 酸 ガ ス と 水 と に 分 解 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 分 解 さ れ た 水 は
、 再 び 活 性 汚 泥 反 応 槽 ５ ２ に 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ３ ９ ０ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ３ ８ ９ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 余 剰 汚 泥 処 理 装 置 ５ ０ に お い て は 、 余 剰 汚 泥 消 化 槽 ５ ８ 中 に は 捕 食
動 物 を 保 持 す る 担 体 が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 担 体 そ の も の が 設 備 の コ ス ト 高 を 引 き 起 こ
し て お り 、 さ ら に こ の 担 体 の 内 部 で は 、 捕 食 動 物 が 増 殖 し 、 そ の 量 が 多 く な る に つ れ て 酸
欠 と な り 嫌 気 腐 敗 が 生 じ や す く 、 余 剰 汚 泥 の 分 解 処 理 の 妨 げ と な る と い う 問 題 が あ る 。
ま た 、 上 述 し た よ う な 担 体 内 部 の 嫌 気 腐 敗 を 防 ぐ の に 曝 気 を 強 化 す る 等 の 対 策 が 必 要 で あ
る が 、 曝 気 を 強 化 す る ほ ど 、 安 定 し た 汚 泥 の 分 解 処 理 も 難 し く な る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 汚 水
を 活 性 汚 泥 で 分 解 処 理 し て 発 生 し た 余 剰 汚 泥 を 安 定 さ せ て 効 率 よ く 分 解 処 理 す る と 共 に 、
減 量 化 す る こ と が で き る 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る
。
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ま た 、 本 発 明 は 、 余 剰 汚 泥 を 収 容 し た 水 槽 内 の 温 度 及 び 酸 素 管 理 を 容 易 に お こ な う こ と が
で き 、 担 体 を 設 け る こ と な く 捕 食 動 物 を 十 分 保 持 で き る 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
さ ら に 、 捕 食 処 理 装 置 に お け る 捕 食 動 物 を 有 効 利 用 す る こ と に よ り コ ス ト を 低 減 さ せ る こ
と が で き る 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 浄 化
す る 汚 水 処 理 で 発 生 す る 汚 泥 を 処 理 す る 汚 泥 処 理 装 置 で あ っ て 、 汚 水 と 活 性 汚 泥 を 混 合 し
て 混 合 液 と し こ の 混 合 液 を 曝 気 し て 汚 水 を 分 解 処 理 す る 活 性 汚 泥 反 応 槽 と 、 こ の 活 性 汚 泥
反 応 槽 に よ っ て 分 解 処 理 さ れ た 汚 水 の 活 性 汚 泥 を 沈 殿 さ せ て 上 澄 液 と 活 性 汚 泥 と に 分 離 す
る 沈 殿 槽 と 、 こ の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 一 部 を 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 汚 泥 返 送 手 段 と 、
沈 殿 槽 内 の 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 の 残 部 で あ る 余 剰 汚 泥 の 濃 度 を 所 定 濃 度 に 設 定 す る 汚 泥 濃 度
設 定 手 段 と 、 こ の 汚 泥 濃 度 設 定 手 段 に よ り 濃 度 が 設 定 さ れ た 余 剰 汚 泥 を 捕 食 動 物 に 捕 食 さ
せ て 余 剰 汚 泥 を 分 解 処 理 す る 汚 泥 捕 食 手 段 と 、 こ の 汚 泥 捕 食 手 段 に お け る 余 剰 汚 泥 を 捕 食
し た 捕 食 動 物 を 破 壊 す る と 共 に こ の 破 壊 し た 捕 食 動 物 を 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 捕 食 動
物 破 壊 返 送 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 汚 泥 捕 食 手 段 は 、 捕 食 動 物 を 収 容 す る 少 な く と も ３
段 以 上 の 水 槽 と 、 こ の 各 水 槽 内 の 水 温 を 所 定 の 水 温 範 囲 に 制 御 す る 温 度 制 御 手 段 と 、 各 水
槽 内 の ｐ Ｈ を 所 定 の ｐ Ｈ 範 囲 に 制 御 す る ｐ Ｈ 制 御 手 段 と 、 各 水 槽 内 を 曝 気 す る 曝 気 手 段 と
、 を 備 え て い る 。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 汚 泥 捕 食 手 段 の 捕 食 動 物 は 水 生 ミ ミ ズ で あ る 。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 汚 泥 捕 食 手 段 の 水 槽 は 、 互 い に 連 通 し 、 水 槽 の 内 の
最 上 流 の 水 槽 に は 、 汚 泥 濃 度 設 定 手 段 か ら 余 剰 汚 泥 が 流 入 し 、 水 槽 の う ち の 最 下 流 の 水 槽
に は 、 こ の 水 槽 内 の 捕 食 動 物 の 一 部 を 最 上 流 の 水 槽 に 返 送 す る 返 送 手 段 が 設 け ら れ て い る
。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 温 度 制 御 手 段 は 、 各 水 槽 内 の 水 温 を 約 ２ ０ ℃ ～ 約 ３
８ ℃ に 制 御 す る 。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 ｐ Ｈ 制 御 手 段 は 、 各 水 槽 内 の ｐ Ｈ を 約 ５ ～ 約 ９ ． ５
に 制 御 す る 。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 曝 気 手 段 は 、 各 水 槽 内 を 溶 存 酸 素 濃 度 が 約 ０ ． １ ｍ
ｇ ／ ｌ 以 上 と な る よ う に 曝 気 す る 。
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 汚 泥 濃 度 設 定 手 段 は 、 各 水 槽 内 の 余 剰 汚 泥 の 初 期 濃
度 が 約 ３ ～ 約 ７ ０ ｇ ／ ｌ に な る よ う に 汚 泥 濃 度 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 汚 水 に 含 ま れ て い る 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 浄 化 す る 汚 水 処 理 で 発 生 す
る 汚 泥 を 処 理 す る 汚 泥 処 理 方 法 で あ っ て 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 に て 汚 水 と 活 性 汚 泥 を 混 合 し て
混 合 液 と し こ の 混 合 液 を 曝 気 し て 汚 水 を 分 解 処 理 す る 汚 水 分 解 処 理 工 程 と 、 こ の 分 解 処 理
さ れ た 汚 水 の 活 性 汚 泥 を 沈 殿 さ せ て 上 澄 液 と 活 性 汚 泥 と に 分 離 す る 分 離 工 程 と 、 こ の 沈 殿
し た 活 性 汚 泥 の 一 部 を 活 性 汚 泥 反 応 槽 に 返 送 す る 汚 泥 返 送 工 程 と 、 沈 殿 槽 内 の 沈 殿 し た 活
性 汚 泥 の 残 部 で あ る 余 剰 汚 泥 の 濃 度 を 所 定 濃 度 に 設 定 す る 汚 泥 濃 度 設 定 工 程 と 、 こ の 濃 度
設 定 さ れ た 余 剰 汚 泥 を 捕 食 動 物 に 捕 食 さ せ て 余 剰 汚 泥 を 分 解 処 理 す る 余 剰 汚 泥 分 解 処 理 工
程 と 、 こ の 余 剰 汚 泥 を 捕 食 し た 捕 食 動 物 を 破 壊 す る と 共 に こ の 破 壊 し た 捕 食 動 物 を 活 性 汚
泥 反 応 槽 に 返 送 す る 捕 食 動 物 破 壊 返 送 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 の 一 実 施 形 態 に つ い て
説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。 こ の 図 １ に 示
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す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 １ は 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ を 備 え 、 こ の 活
性 汚 泥 反 応 槽 ２ が 、 主 と し て 細 菌 類 等 の 低 級 微 生 物 を 含 む 活 性 汚 泥 と 汚 水 を 混 合 し 、 こ の
混 合 液 を 空 気 に よ り 曝 気 し 、 汚 水 を 微 生 物 の 接 触 酸 化 作 用 に よ り 分 解 処 理 す る よ う に な っ
て い る 。
ま た 、 汚 泥 処 理 装 置 １ は 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ の 下 流 側 に は 沈 殿 槽 ４ を 備 え 、 こ の 沈 殿 槽 ４
が 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ で 分 解 処 理 さ れ た 水 の 活 性 汚 泥 分 を 沈 殿 さ せ て 上 澄 液 ４ ａ と 活 性 汚
泥 ４ ｂ と に 分 離 し 、 上 澄 液 ４ ａ を 処 理 水 と し て 排 水 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 汚 泥 処 理 装 置 １ は 、 沈 殿 槽 ４ の 下 流 側 に 汚 泥 返 送 装 置 ６ と 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ と 、
を そ れ ぞ れ 備 え 、 汚 泥 返 送 装 置 ６ が 、 沈 殿 槽 ４ の 活 性 汚 泥 ４ ｂ の 一 部 を 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２
に 返 送 し 、 活 性 汚 泥 ４ ｂ の 一 部 は 種 菌 と し て 汚 水 の 分 解 処 理 に 再 利 用 さ れ る よ う に な っ て
い る 。
一 方 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 詳 細 は 後 述 す る が 、 汚 泥 返 送 装 置 ６ に よ っ て 返 送 さ れ ず に 沈 殿
槽 ４ に 残 さ れ た 活 性 汚 泥 、 即 ち 余 剰 汚 泥 中 の 微 生 物 を 水 生 ミ ミ ズ 等 の 捕 食 動 物 に 捕 食 さ せ
る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 汚 泥 処 理 装 置 １ は 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ の 下 流 側 に 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ を 備 え 、
こ の 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ は 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ で 処 理 し た 、 捕 食 動 物 を 含 む 残 り の 余
剰 汚 泥 を 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ で 再 分 解 で き る よ う に 破 壊 し 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ に 供 給 す る よ
う に な っ て い る 。 こ こ で 、 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ に は 、 カ ッ タ ー 付 き ポ ン プ 、 ハ イ ス
ピ ー ド ミ キ サ 、 食 品 廃 棄 物 用 デ ィ ス ポ ー ザ の 等 の 比 較 的 低 動 力 で 簡 易 な 装 置 が 用 い ら れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 汚 泥 捕 食 装 置 の 概 略 断 面 図 で あ る 。 つ ぎ に 、 こ の 図 ２ に よ り 汚 泥 捕 食 装 置 ８ を 詳
細 に 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 水 槽 １ ２ を 備 え 、 こ の 水 槽 １ ２ 内
に は 水 生 ミ ミ ズ （ 環 形 動 物 ） 、 ワ ム シ （ 後 生 動 物 ） 、 ツ リ ガ ネ ム シ （ 原 生 動 物 ） 等 の 微 小
動 物 を 含 む 捕 食 動 物 が 収 容 さ れ て い る 。 こ の 水 槽 １ ２ は 、 ３ つ の 仕 切 壁 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ，
１ ４ ｃ に よ っ て 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の ４ つ の 水 槽 に 分 割 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 水 槽 １ ２ は 、 少 な く と も ２ つ 以 上 の 仕 切 壁 に よ っ て 分 割 し 、 少 な く と
も ３ つ 以 上 の 多 段 槽 に す る の が よ い 。
ま た 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の そ れ ぞ れ 隣 り 合 う 水 槽 は 、 互
い に 各 仕 切 壁 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ の 少 な く と も 一 部 分 で 連 通 し て い る 。
さ ら に 、 第 １ 槽 １ ２ ａ と 沈 殿 槽 ４ と の 間 に は 、 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ が 設 け ら れ 、 こ の 沈
殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ は 、 沈 殿 槽 ４ の 活 性 汚 泥 ４ ｂ の 余 剰 部 分 を 濃 縮 し て 、 第 １ 槽 １ ２ ａ 内
へ 供 給 し 、 水 槽 １ ２ 内 の 汚 泥 の 初 期 濃 度 を 約 ３ ～ 約 ７ ０ ｇ ／ ｌ 、 好 ま し く は 、 約 ５ ～ 約 ５
０ ｇ ／ ｌ に す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 ポ ン プ 等 を 含 む 捕 食 動 物 返 送 装 置 １ ６ を 備 え 、 こ の 捕 食 動 物 返 送 装 置
１ ６ が 、 最 終 槽 １ ２ ｄ 内 で 捕 食 動 物 の 一 部 、 好 ま し く は 、 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ か ら 第 １
槽 １ ２ ａ に 流 入 す る 余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 流 量 の 約 ０ ． １ ～ 約 ０ ． ５ 倍 に 相 当 す る 量 の 捕 食 動 物
を 第 １ 槽 １ ２ ａ に 返 送 す る よ う に な っ て い る 。
汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 温 度 検 知 制 御 装 置 １ ８ を 備 え 、 こ の 温 度 検 知 制 御 装 置 １ ８ が 、 第 １ 槽
か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の 水 温 を 検 知 し 、 水 温 が 常 に 約 ２ ０ ℃ ～ 約 ３
８ ℃ 、 好 ま し く は 、 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ３ ５ ℃ に な る よ う に 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 ｐ Ｈ 検 知 制 御 装 置 ２ ０ を 備 え 、 こ の ｐ Ｈ 検 知 制 御 装 置 ２ ０ が 、 第 １ 槽
か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の ｐ Ｈ を 検 知 し 、 ｐ Ｈ が 常 に 約 ５ ～ 約 ９ ． ５
、 好 ま し く は 、 約 ６ ～ 約 ８ ． ５ に な る よ う に 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
汚 泥 捕 食 装 置 ８ は 、 曝 気 装 置 ２ ２ を 備 え 、 こ の 曝 気 装 置 ２ ２ が 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ
， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の 底 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 散 気 部 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ ，
２ ２ ｄ で 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 に 空 気 を 供 給 し 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 を 溶 存 酸 素 濃 度 が 約 ０
． １ ｍ ｇ ／ ｌ 以 上 と な る よ う に 曝 気 す る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
つ ぎ に 、 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ に よ る 汚 泥 処 理 方 法 （ 動 作 ） を 説 明
す る 。 ま ず 、 下 水 等 の 汚 水 が 、 細 菌 類 等 の 低 級 微 生 物 を 含 む 活 性 汚 泥 を 収 容 し た 活 性 汚 泥
反 応 槽 ２ 内 に 流 入 し 、 活 性 汚 泥 と 汚 水 と の 混 合 液 と な る 。 こ の 混 合 液 は 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２
内 で 曝 気 さ れ 、 微 生 物 の 接 触 酸 化 作 用 に よ り 混 合 液 が 分 解 処 理 さ れ 、 沈 殿 槽 ４ で 貯 水 さ れ
る 。
沈 殿 槽 ４ 内 に 貯 水 さ れ た 水 は 、 そ の 活 性 汚 泥 分 が 沈 殿 し 、 上 澄 液 ４ ａ と 活 性 汚 泥 ４ ｂ と に
分 離 さ れ 、 こ の 上 澄 液 ４ ａ は 処 理 水 と し て 外 部 に 排 水 さ れ た 後 、 消 毒 処 理 等 で 浄 化 さ れ る
。 一 方 、 沈 殿 槽 ４ で 沈 殿 し た 活 性 汚 泥 ４ ｂ は 、 そ の 一 部 が 汚 泥 返 送 装 置 ６ に よ っ て 活 性 汚
泥 反 応 槽 ２ に 返 送 さ れ 、 種 菌 と し て 汚 水 の 分 解 処 理 に 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 汚 泥 返 送 装 置 ６ に よ っ て 返 送 さ れ ず に 沈 殿 槽 ４ に 残 さ れ た 活 性 汚 泥 、 即 ち 余 剰 汚 泥
は 、 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ に 送 ら れ 、 こ こ で 所 定 濃 度 に 濃 縮 さ れ た 後 、 水 生 ミ ミ ズ 等 の 捕
食 動 物 が 収 容 さ れ て い る 汚 泥 捕 食 装 置 ８ の 水 槽 １ ２ の う ち の 第 １ 槽 １ ２ ａ へ 流 入 す る 。 こ
の 第 １ 槽 １ ２ ａ の 汚 泥 は 、 仕 切 壁 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ に よ っ て そ れ ぞ れ 少 な く と も 一
部 が 連 通 し た 第 ２ 槽 １ ２ ｂ 、 第 ３ 槽 １ ２ ｃ 、 第 ４ 槽 １ ２ ｄ 内 へ と 送 ら れ る 。
こ こ で 、 余 剰 汚 泥 が 捕 食 さ れ る 前 の 初 期 濃 度 は 、 そ れ ぞ れ 約 ３ ～ 約 ７ ０ ｇ ／ ｌ 、 好 ま し く
は 、 約 ５ ～ 約 ５ ０ ｇ ／ ｌ と な っ て い る 。
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 内 の 汚 泥 の
初 期 濃 度 に つ い て は 、 上 述 し た 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ を 用 い て 、 第 １ 槽 １ ２ ａ 内 に 供 給 さ
れ る 前 の 余 剰 汚 泥 ４ ｂ を 濃 縮 す る こ と に よ っ て 濃 度 を 調 整 す る こ と を 一 例 と し て 述 べ た が
、 こ の こ と に 限 定 さ れ ず 、 水 槽 １ ２ 側 に 別 の 濃 度 設 定 手 段 を 設 け 、 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １
を 使 用 せ ず に 沈 殿 槽 ４ の 余 剰 汚 泥 ４ ｂ を 直 接 第 １ 槽 １ ２ ａ に 供 給 し た 後 、 こ の 別 の 濃 度 設
定 手 段 で 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の 汚 泥 を 濃 縮 又 は 希 釈 し て 所
定 濃 度 に 設 定 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 余 剰 汚 泥 の 濃 度 に よ っ て は 、 汚 泥 濃 縮 を 省 略 す
る こ と も 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
つ ぎ に 、 温 度 検 知 制 御 装 置 １ ８ が 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の
水 温 を 検 知 し 、 水 温 が 常 に 約 ２ ０ ℃ ～ 約 ３ ８ ℃ 、 好 ま し く は 、 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ３ ５ ℃ に な る
よ う に 制 御 し 、 ｐ Ｈ 検 知 制 御 装 置 ２ ０ が 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １
２ ｄ の ｐ Ｈ を 検 知 し 、 ｐ Ｈ が 常 に 約 ５ ～ 約 ９ ． ５ 、 好 ま し く は 、 約 ６ ～ 約 ８ ． ５ に な る よ
う に 制 御 す る 。
ま た 、 曝 気 装 置 ２ ２ が 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の 底 部 に そ れ
ぞ れ 設 け ら れ た 散 気 部 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｄ で 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２
ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 を 曝 気 し 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 の 溶 存 酸 素 濃 度 を 約 ０ ． １ ｍ ｇ ／ ｌ
以 上 に し て 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 が 部 分 的 に 嫌 気 状 態 と な り 腐 敗 溶 出 成 分 が 捕 食 動 物 の 捕
食 を 阻 害 し な い よ う に す る 。
こ の よ う な 曝 気 に よ っ て 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 の 余 剰 汚
泥 ４ ｂ と 水 生 ミ ミ ズ 等 の 捕 食 動 物 が 懸 濁 さ れ 、 適 正 な 好 気 条 件 下 で 余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 微 生 物
に つ い て 捕 食 動 物 に よ る 捕 食 が 促 進 さ れ る 。
こ こ で 、 余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 水 槽 １ ２ 内 の 滞 留 日 数 に つ い て は 、 汚 泥 を 十 分 に 分 解 さ せ る た め
に 少 な く と も ５ 日 以 上 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 捕 食 が 進 む に つ れ て 水 槽 １ ２ 内 全 体 の 余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 量 は 減 少 し 、 捕 食 動
物 は 増 殖 す る が 、 水 槽 １ ２ は 仕 切 壁 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ に よ っ て 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １
２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ に 仕 切 ら れ て い る た め 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 の 汚 泥 濃 度 は
、 余 剰 汚 泥 が 流 入 す る 第 １ 槽 １ ２ ａ 内 の 濃 度 が 最 も 高 く 、 槽 の 段 数 が 進 む に つ れ て 漸 減 す
る 。 一 方 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 の 捕 食 動 物 の 比 率 は 、 槽
の 段 数 が 進 む に つ れ て 漸 増 し 、 第 ４ 槽 １ ２ ｄ が 最 も 高 く な る 。
こ の た め 、 ポ ン プ 等 を 含 む 捕 食 動 物 返 送 装 置 １ ６ が 、 第 ４ 槽 １ ２ ｄ 内 の 捕 食 動 物 の 一 部 、
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好 ま し く は 、 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ か ら 第 １ 槽 １ ２ ａ に 流 入 す る 余 剰 汚 泥 ４ ｂ の 流 量 の 約
０ ． １ ～ 約 ０ ． ５ 倍 に 相 当 す る 量 の 捕 食 動 物 を 第 １ 槽 １ ２ ａ 内 に 返 送 し 、 捕 食 動 物 の 種 付
け を 行 う 。
こ の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 １ に よ れ ば 、 捕 食 動 物 返 送 装 置 １ ６ が 水
槽 １ ２ 内 全 体 の 捕 食 動 物 の バ ラ ン ス を 考 慮 し て 、 捕 食 を 促 進 し つ つ 安 定 化 さ せ る こ と が で
き る 。 ま た 、 水 槽 １ ２ 内 の 死 水 域 を な く し 、 汚 泥 腐 敗 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 般 に 、 捕 食 さ れ る 汚 泥 濃 度 が 高 濃 度 で あ る と 、 捕 食 動 物 の 餌 と な る 汚 泥 の 接 触 が 高 ま り
、 捕 食 動 物 の 捕 食 や 生 育 に 好 ま し い が 、 高 濃 度 が 過 ぎ る と 、 曝 気 を 増 や し て も 嫌 気 腐 敗 が
生 じ や す く 捕 食 を 阻 害 す る こ と が あ る 。 ま た 、 曝 気 に よ る 流 動 攪 拌 が 過 剰 に な る と 捕 食 動
物 の 捕 食 や 生 育 が 阻 害 さ れ る こ と に な る 。
こ れ ら の こ と を 考 慮 し て 、 本 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 １ で は 、 上 述 し た よ う に 、 沈 殿
汚 泥 濃 縮 装 置 １ １ が 汚 泥 捕 食 装 置 ８ の 水 槽 １ ２ 内 に 供 給 す る 汚 泥 の 濃 度 を 汚 泥 捕 食 処 理 に
適 し た 濃 度 に 設 定 し 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 で は 、 曝 気 装
置 ２ ２ が 適 当 な 溶 存 酸 素 濃 度 で 曝 気 し 、 温 度 検 知 制 御 装 置 １ ８ が 適 当 な 水 温 に 制 御 し 、 ｐ
Ｈ 検 知 制 御 装 置 ２ ０ が 適 当 な ｐ Ｈ に 制 御 す る た め 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 内 を 適 正 な 好 気 条 件
下 で 維 持 し 、 効 率 よ く 余 剰 汚 泥 の 分 解 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
さ ら に 、 本 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 １ に よ れ ば 、 第 １ 槽 か ら 第 ４ 槽 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ，
１ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 内 に は 、 捕 食 動 物 を 保 持 す る 担 体 を 設 け な い の で 設 備 面 で も 低 コ ス ト で あ
る ば か り で な く 、 担 体 の 内 部 腐 敗 に 対 す る 曝 気 の 強 化 が 不 要 と な り 、 酸 素 管 理 が 容 易 で 、
軽 微 な 曝 気 と 温 度 制 御 に よ っ て 効 率 よ く 安 定 し た 余 剰 汚 泥 の 分 解 処 理 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
余 剰 汚 泥 ４ ｂ が 汚 泥 捕 食 装 置 ８ で 十 分 に 捕 食 分 解 処 理 さ れ た 後 、 捕 食 動 物 が 残 り の 余 剰 汚
泥 と 共 に 第 ４ 槽 １ ２ ｄ か ら 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ に 送 り 込 ま れ る 。 カ ッ タ ー 付 き ポ ン
プ 、 ハ イ ス ピ ー ド ミ キ サ 、 食 品 廃 棄 物 用 デ ィ ス ポ ー ザ 等 の 比 較 的 低 動 力 で 簡 易 な 装 置 を 備
え た 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ は 、 捕 食 動 物 や そ の 消 化 物 （ 糞 等 ） を 数 秒 か ら 数 十 秒 で 容
易 に 数 十 ミ ク ロ ン 程 度 以 下 に 破 壊 し 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ に 返 送 す る 。 こ の 活 性 汚 泥 反 応 槽
２ に 返 送 さ れ た 破 壊 汚 泥 は 、 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ 内 で 活 性 汚 泥 と 共 に 再 分 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
従 来 、 微 生 物 菌 体 の ま ま の 堅 く て 分 解 さ れ に く い 汚 泥 （ 菌 体 汚 泥 ） の 破 壊 は 、 ビ ー ズ ミ ル
菌 体 破 壊 機 等 の 大 動 力 の 破 壊 装 置 に よ っ て 行 わ れ て い る 。 一 方 、 上 述 し た よ う に 、 本 実 施
形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ の 捕 食 動 物 破 壊 処 理 で は 、 汚 泥 の 主 成 分 で あ る 細 菌 、 酵 母 、 か び 等
の 微 生 物 細 胞 の よ う な 強 固 な 細 胞 壁 が 水 生 ミ ミ ズ 等 の 捕 食 動 物 に は な く 、 そ の 捕 食 動 物 を
含 む 汚 泥 も 菌 体 汚 泥 に 比 べ て 軟 ら か く 、 破 壊 も 容 易 で あ る 。
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ の 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ は 、 ビ ー ズ ミ ル 菌
体 破 壊 機 等 の 破 壊 装 置 に 比 べ て 大 幅 に 低 動 力 で 簡 易 な 破 壊 装 置 を 適 用 す る こ と が で き 、 低
コ ス ト で あ る 。
ま た 、 本 実 施 形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ に よ れ ば 、 捕 食 動 物 を 含 む 汚 泥 が 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装
置 １ ０ を 通 過 す る だ け で 活 性 汚 泥 反 応 槽 ２ で 再 分 解 容 易 な 状 態 と な る た め 、 活 性 汚 泥 反 応
槽 ２ 内 で の 微 生 物 に よ る 再 分 解 を 加 速 さ せ 、 捕 食 動 物 の 破 壊 汚 泥 を 有 効 利 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
つ ぎ に 、 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ を 使 用 し て １ 日 あ た り ２ ０ ０ リ ッ ト ル の 食
品 排 水 の 活 性 汚 泥 処 理 を 行 っ た 場 合 の 汚 泥 発 生 量 の 結 果 の 一 例 で あ る 。 こ こ で 、 原 水 の Ｂ
Ｏ Ｄ （ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） が ２ ２ ０ ～ ２ ８ ０ ｐ ｐ ｍ 、 処 理 水 の Ｂ Ｏ Ｄ が １ ２ ～ ２ ５ ｐ
ｐ ｍ で あ り 、 図 ３ 中 の 破 線 は 汚 泥 捕 食 装 置 ８ 及 び 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ の 両 方 に よ る
余 剰 汚 泥 処 理 を 行 わ な か っ た 場 合 を 示 し 、 一 点 破 線 は 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ の み に よ る 余 剰 汚
泥 処 理 を 行 っ た 場 合 を 示 し 、 実 線 は 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ 及 び 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ の 両
方 に よ る 処 理 を 行 っ た 場 合 を 示 し て い る 。
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図 ３ に 示 す よ う に 、 余 剰 汚 泥 処 理 を 行 っ た い ず れ の 場 合 も 余 剰 汚 泥 発 生 量 は 処 理 日 数 と 共
に 漸 増 し て い る が 、 処 理 日 数 ２ ０ ０ 日 付 近 で は 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ の み に よ る 余 剰 汚 泥 処 理
を 行 っ た 場 合 の 余 剰 汚 泥 発 生 量 は 、 非 処 理 の 場 合 の ３ ０ ％ 程 度 と な っ て お り 、 汚 泥 捕 食 装
置 ８ 及 び 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置 １ ０ の 両 方 に よ る 処 理 を 行 っ た 場 合 の 余 剰 汚 泥 発 生 量 は 、
非 処 理 の 場 合 の １ ０ ～ ２ ０ ％ 程 度 と な っ て い る 。
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 汚 泥 処 理 装 置 １ に よ れ ば 、 汚 泥 捕 食 装 置 ８ 及 び 捕 食 動 物 破 壊 処
理 装 置 １ ０ を 組 み 合 わ せ た 装 置 を 使 用 し な い 従 来 の 余 剰 汚 泥 処 理 に 比 べ 、 大 幅 に 減 量 化 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 汚 泥 処 理 装 置 及 び 汚 泥 処 理 方 法 に よ れ ば 、 汚 水 を 活 性 汚 泥 で
分 解 処 理 し て 発 生 し た 余 剰 汚 泥 を 安 定 さ せ て 効 率 よ く 分 解 処 理 す る と 共 に 、 減 量 化 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 余 剰 汚 泥 を 収 容 し た 水 槽 内 の 温 度 及 び 酸 素 管 理 を 容 易 に 行 う こ と が で
き 、 担 体 を 設 け る こ と な く 捕 食 動 物 を 十 分 保 持 で き る 。 さ ら に 、 捕 食 処 理 装 置 に お け る 捕
食 動 物 を 有 効 利 用 す る こ と に よ り コ ス ト を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 の 汚 泥 捕 食 装 置 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 汚 泥 処 理 装 置 の 汚 泥 発 生 量 の 結 果 の 一 例 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 汚 泥 処 理 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 汚 泥 処 理 装 置
２ 　 活 性 汚 泥 反 応 槽
４ 　 沈 殿 槽
４ ａ 　 上 澄 液
４ ｂ 　 活 性 汚 泥 （ こ の 内 、 汚 泥 返 送 さ れ な か っ た 残 り が 余 剰 汚 泥 ）
６ 　 汚 泥 返 送 装 置
８ 　 汚 泥 捕 食 装 置
１ ０ 　 捕 食 動 物 破 壊 処 理 装 置
１ １ 　 沈 殿 汚 泥 濃 縮 装 置
１ ２ ， １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 　 水 槽
１ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ 　 仕 切 壁
１ ６ 　 捕 食 動 物 返 送 装 置
１ ８ 　 温 度 検 知 制 御 装 置
２ ０ 　 ｐ Ｈ 検 知 制 御 装 置
２ ２ 　 曝 気 装 置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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